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第
一
回
　
序
章

　

別
子
銅
山
。

　

か
つ
て
、
日
本
の
「
三
大
銅
山
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
た

世
界
的
に
も
高
名
な
鉱
山
で
す
。

　

稼
行
開
始
は
元
禄
４
年
（
１
６
９
１
年
）
で
す
か
ら
、
犬

公
方
と
し
て
有
名
な
徳
川
５
代
将
軍
綱
吉
の
時
代
に
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に
「
赤
穂
浪
士
」
は
、
元
禄
15
年
（
新
暦
で
は
、

翌
年
１
月
。）
の
出
来
事
で
す
。
同
じ
元
禄
１
５
年
に
、
新

居
浜
浦
に
銅
の
積
み
出
し
港
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
口
屋
（
浜

宿
）
で
す
。
そ
れ
以
降
、
標
高
１
２
９
４
メ
ー
ト
ル
の
銅
山

越
の
南
側
で
掘
り
出
さ
れ
た
銅
は
、
北
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

最
短
ル
ー
ト
で
口
屋
に
向
か
っ
て
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
明
治
の
初
期
ま
で
は
「
仲
持
さ
ん
」
に
よ
り
、
立
川
の

中
宿
ま
で
運
ば
れ
た
あ
と
、
中
宿
か
ら
は
馬
の
背
に
ゆ
ら
れ

登
り
道
を
下
っ
て
い
き
ま
す
。
明
治
13
年
に
は
牛
車
道
の
完

成
に
よ
り
、
牛
を
使
っ
て
の
運
搬
が
開
始
、
そ
し
て
明
治
26

年
に
は
、
国
内
初
の
鉱
山
鉄
道
と
索
道
に
よ
る
運
搬
が
開
始

さ
れ
、
大
量
の
銅
を
運
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
る
で
背
骨
の
よ
う
に
新
居
浜
市
の
真
中
を
貫
き
、
新
居

浜
の
発
展
を
支
え
て
き
た
銅
の
運
搬
路
を
『
別
子
往お

う
か
ん
ど
う

還
道
』

と
捉と

ら
え
て
い
ま
す
。『
往
還
』
と
い
う
の
は
、
そ
の
土
地
の
主

要
街
道
を
意
味
す
る
古
い
言
葉
で
す
が
、
立
川
や
山
根
、
喜

光
地
で
も
古
老
た
ち
の
話
で
は
、
銅
の
運
搬
路
を

『
往
還
』
と
呼
ん
で
い
た
と
い
っ
た
証
言
を
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
、『
別
子
往
還
道
』
周
辺
を
中
心
と

し
た
別
子
銅
山
産
業
遺
産
群
を
集
積
地
ご
と
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
別
子
銅
山
開
坑
の

地
で
あ
る
「
旧
別
子
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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